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食品薬品部
○農産物中残留農薬個別試験法開発研究（ジフェニルアミン）
　新山和人，青柳光敏
　北海道立衛生研究所食品科学科編，残留農薬等に関するポジティブリスト制度導入に係る分析法開発一残留農薬個別試
　験法開発分担試験報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成20年3月
　農薬等のポジティブリスト制度の施行に伴い，現在までに残留農薬公定試験法が確立されていない農薬のうち，ジフェ
　ニルアミンについて個別分析法の開発を分担した．GC／NPD及びGCIMSを使用する分析法のための基礎的データ（保
　持時間，定量イオンの選定，検出限界濃度など）及び試験溶液の調製法（抽出及び精製法など）を検討し，10種農産物
　に対する添加回収試験を行って有効性を検証し，農産物へ適用する分析法（通知法案）を作成した，
○平成19年度食品残留農薬等一日摂取量実態調査
　新山和人，青柳光敏，久保亜希子
　北海道立衛生研究所食品科学科編，平成19年度食品残留農薬等一日摂取摯実態調査委託事業実績報告書，北海道立衛生
　研究所，札幌，平成20年3月
　国民が日常の食事を介して摂取する農薬等の量を把握するため，平成17年国民栄養調査における地域ブロック別の食品
　群別摂取量をもとに，飲料水を含む171食品を選び，これを14群に分けて均一化し分析試料とした．各群について
　GCIMS一斉法により56種類の農薬を分析し，各群ごとの農薬摂取量を計算した．
○生薬中の有機リン系農薬の分析並びに有機リン系農薬の漢方処方煎液への移行
　佐藤正幸
　合田幸広編，厚生労働科学研究費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業）「生薬及び漢方
　処方の有用性評価手法・安全性確保と国際調和に関する研究」平成19年度総括・分担研究報告書，国立医薬品食品衛生
　研究所，平成20年3月，pp81－102
　補中益気湯においてキナルポス，MEP，　DMTP，パラチオンメチル，マラチオン及びPAPで最大31％，半夏厚朴湯に
　おいてはパラチオン及びパラチオンメチルで19％及び28％しか移行しないことが判明した．
微生物部
○慢性活動性EBウイルス感染症の病態解明に関する研究
　岡野素彦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　平成18～19年度科学研究費補助金（基盤研究C）研究成果報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成20年3月，pp．1－44
　慢性活動性EBウイルス感染症において主にウイルス学的，免疫学的検討を行い，その成果として主に免疫不全の程度
　や感染標的細胞に異質性のあることを報告した．
○慢性活動性EBウイルス感染症の病態解明に関する研究
　岡野素彦
　平成19年度科学研究費補助金（基盤研究C）研究実績報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成20年3，月
　慢性活動性EBウイルス感染症では，感染標的細胞の違いや免疫監視機構の働きの程度により，その病態に差が認めら
　れた．このことは，本症の診断や治療法の選択に寄与するものと思われた．
02007年の北海道における麻疹について
　岡野素彦，長野秀樹，地主　勝
　清水博之編，厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事業）「ウイルス感染症の効果的制御のための病原体サー
　ベイランスシステムの検討」，平成19年度総括・分担研究報告書，国立感染症研究所，東京，平成20年3月，pp．93－97
2007年度の北海道における麻疹の発生状況に関して検討した．小児麻疹が461例，成人麻疹が381例であった．サーベイ
　ランスの充実とワクチン接種の徹底が肝要であると思われた．なお，分離ウイルス株は，すべて本州でみられるD5型で
　あった．
一113一
